
伝統芸能「やわらぎ」の発表

相川クリーン作戦
（ゴミ拾い）

新潟大学の關尾史郎・人文学部長と
渡邉剛忠・佐渡市教育委員会教育長

「
郷
土
を
愛
し
、
夢
と
誇
り
を
も
つ
教

育
の
充
実
」
（
佐
渡
の
自
然
、
歴
史
、

文
化
を
学
ぶ
教
育
の
一
層
の
推
進
）

　

こ
れ
は
、
佐
渡
市
学
校
教
育
基
本
構

想
で
謳
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
基
本
構
想
を
受
け
、
相
川
小
学

校
で
は
、
「
ふ
る
さ
と
相
川
の
よ
さ
」

に
つ
い
て
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を

中
心
に
学
習
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
発
展
と
し
て
、
「
世
界
遺
産
登
録

運
動
」
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
学
習
で
は
、
「
発
信
と
環

境
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
学
習
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

【
発
信
】

○
金
銀
山
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
「
や
わ
ら

ぎ
」
の
発
表

○
調
べ
た
こ
と
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
学
習
発
表
会
で
の
発
信
な
ど

【
環
境
】

○
世
界
遺
産
登
録
候
補
地
の
ゴ
ミ
拾
い
（
相

川
ク
リ
ー
ン
作
戦
）

○
ス
ク
ー
ル
エ
コ
運
動
な
ど

　

こ
れ
ら
の
学
習
を
通
し
て
、
「
故
郷
を

愛
す
る
心
」
や
「
見
付
け
る
力
」
「
追
究

す
る
力
」
「
表
す
力
」
を
児
童
に
身
に
付

け
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
課
題
を
も
っ
て
地
域
の
歴
史

を
追
究
し
、
学
ん
だ
成
果
を
島
内
外
に
発

信
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
佐
渡
金
銀

山
が
培
っ
た
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
理
解

し
、
歴
史
的
遺
産
に
対
す
る
意
識
を
高
め

て
い
き
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

☎
23
―
４
８
９
８

創立100周年記念式典に向けて
　　カウントダウンパネルを設置

佐渡総合高校

創立100周年記念事業
・体 育 祭　6月9日（水）

・記念式典　10月16日（土）（場所：同校第1体育館）

　　　　　　記念講演　浅島誠先生

・城塚祭（文化祭）　11月6日（土）

　佐渡総合高校が創立100周年を迎え、10月16

日（土）に開催される記念式典を盛り上げようと、

校舎横の県道沿いにカウントダウンパネルを設置

しました。

　パネルは同窓会が制作したもので、生徒から募

集した100周年記念キャラクターの中から、卒業

生の池田実沙紀さんが校章をモチーフにデザイン

したキャラクターが描かれています。

　パネルの取り付

けには生徒会のメ

ンバーが参加し、

「これから精一杯

100周年を盛り上

げていきたい」と

語っていました。

　

新
潟
大
学
人

文
学
部
と
佐
渡

市
教
育
委
員
会

は
、
以
前
か
ら

多
分
野
に
お
い

て
相
互
に
協
力

を
進
め
て
い
ま

し
た
が
、
平
成

22
年
３
月
17
日
、

新
潟
大
学
五
十

嵐
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
研
究
と
教

育
な
ど
の
交
流
を
さ
ら
に
促
進
す
る
た
め

連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

今
後
は
民
俗
学
・
地
理
学
・
社
会
学
な

ど
の
教
員
や
学
生
が
佐
渡
島
内
の
調
査
・

研
究
を
進
め
る
ほ
か
、
講
演
会
・
報
告
会
・

研
究
会
の
開
催
、
報
告
書
な
ど
の
出
版
物
の

刊
行
な
ど
を
通
し
て
、
佐
渡
市
民
に
成
果
を

還
元
し
て
い
き
ま
す
。

新潟大学人文学部と
佐渡市教育委員会が
連携協定を結びました

題
字 

渡
邉
剛
忠

佐
渡
市
立
相
川
小
学
校
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